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バ イオ フィル ム 間隙水は 細菌 の 栄養基質 となるか ？
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バ イオ フ ィル ム （以 下 BF ）は、多種多様な微生物と、そ れ らが産生する細胞外ポリマ
ー、さらに微生物 やポリマ

ー
間を埋

め る間隙水 （以下 BF 間隙水）で 主 に構成され て い る、これまで の 研 究 で 、 周辺 の 水 に 比 べ
、
　BF 間隙水中の 栄養塩濃

度、細 菌の 密度が約千倍高い こと、BF 中 の 細菌 の 群集構造が周 囲 の 水とは異なるこ とが解っ て きた。これよりBF 間隙

水 中の 成 分が BF 中の 細菌 の 増殖 に影響 を与えて い ると推測された。本研 究で は BF 間隙水が細菌の 栄養基質として

どの ような性質を持っ て い るか を調べ るこ とを目的 とした。Biyo セ ン タ
ー

の 浅池型浄化実験 施設内 の ヨ シ とその 周 辺 の

水（水路水）を採取した （2009年 6 月 29 日）。
ヨ シ 茎表面の BF の 間隙水 （原液）、

10倍 」 00 倍希釈液 、また、水路水

を培地 とし、採取 したヨシ BF の 懸濁液および水路水を混釈した （比較対照 ：NB 、　DNB 培地）、、培養（好気条件、25℃ 、

30 日間）後 、菌株を分離 して 16S　 rRNA 遺伝子 を解析した。30 日後 の コ ロ ニ
ー形成数は 、培地の 種類に関わらず BF

懸濁液で は約 IO
’

cells ！wet −g で あり、水 路水よりも 103倍程度多かっ た。次 に、BF 懸濁液を接種した時 の 分離菌 の 16S

rRNA 遺伝子 解析に より群集構造を比較したところ 、
　BF 間隙水培地とNB 培地 で は類似して い たが、　DNB 培地とは大

きく異なっ て い た（分離菌の 類似度は 99％ 以上）。以上 の 結果より、BF 間隙水は培地として NB 培地に類似し、環境中

の 細菌が BF 内で 増殖可能であるこ とが 示唆され た。今後、分離菌の 重6S　rRNA 遺伝子を解析するとともに、各培地 の

栄養塩 濃度、糖 ・タン パ ク様物質含量を測定 し、栄養基質と細菌の 増殖 の 関係を調べ て い く予定 で ある。
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バ イオ フ ィノレム の イオ ン 吸着能
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バ イオ フ ィル ム （以 下 BF ）は 、 微生物 と、微生物 が産 生する細胞外ポリマ
ー

（以下 EPS）、EPS 間 の 間隙水からなる微生

物共同体で 、固体表 面と水が接す るとこ ろで よく発達する。本研究室 で は、琵琶湖の ヨ シ や石 の 表面 に形成され た BF

に つ い て 、間隙水 中の 栄養塩濃度が周辺 湖水中よ り数百
〜千倍も高い ことを明らか に して きた。そ の要因 として、BF

中 の 微生 物や EPS が、湖水中 の イオ ン を濃縮して い る可能性 が推測された。そ こで 本研 究で は EPS に 着 目し、そ の イ

オ ン 吸着能を定量的に解析 することを 目的とした。琵 琶湖南湖 （赤野 井湾）にお い て、石 の 表面 か ら BF を採取し、得 ら

れた BF に各種陽イオ ン （K
−
、　Li

＋
、　NH4

“

、Ca2
＋

、　Mg2T ）を吸着させ 、吸着量 お よび 吸着速度をそ れぞれ調 べ た。ま た、比

較対照として陽イオン 交換樹脂でも同様 の 実験を行 っ た 。 今回用 い たどの 陽イオ ンも EPS に吸着し、そ の吸着量は陽

イオ ン 交換樹脂よりも乾重量あたり約 3 倍 多か っ た。また 、二 価 の 陽イオ ン の 方が
一

価 の 陽イオン よりも約 2 倍多 く吸着

した。
一

方 、吸着速度は どの イオ ン も測定できない ほ ど（10 秒以内）速か っ た。こ の こ とより、EPS は物 理化学的 （静電

的）に イオ ン を吸着して い ると推測された。以上の 結果より、BF 中 の EPS にはイオ ン 吸着能があり、環境 中で 周 りの イ オ

ン を急速に吸着し、BF 中に取 り込んで い ると考えられた。即ち、BF 中の 微生物は EPS を産生 することに より、 自身の周

りに栄養 塩豊 窟な環境を自らつ くり出して い る可能性が推測された。今後、他 の イオ ン 種 （陰イオ ン 、栄養塩、重金属イ

オ ン ）に つ い て も同様 の 解析を行う予定 で あ る。
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